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１ 都城広域定住自立圏共生ビジョンについて 

（１） 目的  

歴史的・経済的に深いつながりを持つ都城広域定住自立圏は、中心市と関係市

町の協定に基づき、互いの地域資源を活用した広域的かつ広範な連携により、高次

の都市機能と環境や地域コミュニティが融合した、尐子高齢・人口減尐社会に対応

可能な『集約とネットワークで築く県境を越えた南九州の広域都市圏』の実現を目

指すため、具体的事項の実施計画である都城広域定住自立圏共生ビジョンを定める

ものです。 

 

（２） 期間 

平成２２年度～平成２６年度 

 

（３） 内容の変更 

   本冊子には、新たに協定を変更して連携する取組及び現行の共生ビジョンにおいて内

容を変更する取組について掲載しており、これらの取組において、平成２３年３月に策

定した都城広域定住自立圏共生ビジョンを変更するものです。 



 

2 

 

  
第３章  都城広域定住自立圏構想の取組 

３．定住自立圏形成協定の具体的内容 

 平成 23 年 2 月に行われた総務省の懇談会の提言及びこれまでの都城広域定住自立圏

構想圏域共生ビジョン懇談会等からの意見を受け、3市 1町で協議した結果、教育・文

化分野を新たに取り組むこととし、平成 23 年 12 月 27 日付で協定を変更した。連携す

る具体的な事項は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．生活機能の強化に係る政策分野 

１）医療 

（ア）医療資源の高度化 

ⅰ）都城救急医療センター、都城健康サービスセンター及び都城市郡医師会病院等の

整備又は充実 

ⅱ）夜間救急診療体制等の充実 

ⅲ）圏域医療を担う医療従事者の確保  

ⅳ）圏域医療の情報化の推進 

（イ）医療連携の充実 

（ウ）災害時の対応 

（エ）圏域における搬送体制の構築 

２） 産業振興 

（ア） 地域高規格道路「都城志布志道路」を活用した産業振興 

３） 教育及び文化 

（ア）公共施設の相互利用 

（イ）圏域文化の保存・継承・発展 

 （ウ）特色ある教育の推進 

 

２．結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

１）道路等の交通インフラの整備 

（ア）都城志布志道路の開通促進とネットワークの構築 

２）圏域内外の住民との交流と観光の推進 

（イ）圏域内外の住民との交流と観光の推進 

３）定住促進 

（ウ）雇用創出による定住促進 

 

３．圏域マネジメント能力の強化に係る分野 

１）行政人材の育成 

（ア）圏域行政マネジメント能力の強化 

２）地域活動人材の育成及び活動支援体制の整備 

（イ）圏域協働マネジメント能力の強化 

３）民間人材の育成及び推進体制の整備 

（ウ）圏域民活マネジメント能力の強化 
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第４章 政策分野別の現状と課題及び課題解決に向けた施策のあり方 
第４章－１ 生活機能の強化に係る政策分野（教育・文化） 

 

１．圏域の現状 

（１）学校 

  ・高等教育機関は全て都城市への立地となっている。 

  ・圏域の小中学校の児童・生徒数は平成 15 年に比べ、4,283 人減尐しており、尐

子化の影響で今後も減尐する見込みである。 

        表１ 学校の立地状況                単位：校 

 都城市 三股町 曽於市 志布志市 

小学校 37 6 20 17 

中学校 19 1 6 7 

高等学校 8 1 3 2 

高等教育機関 2 0 0  0 

    ※高等教育機関は大学、高等専門学校 

 

表２ 小中学校児童・生徒数の推移          単位：人 

 小学校 中学校 

H15 H20 H23 H15 H20 H23 

都城市 10,869 9,978 9,524 5,415 5,415 4,814 

三股町 1,902 1,719 1,632 991 927 853 

曽於市 2,465 2,029 1,727 1,455 1,188 1,032 

志布志市 2,229 1,912 1,829 1,296 1,022 928 

合計 17,465 15,638 14,712 9,157 8,552 7,627 

              

（２）文化・スポーツ施設 

  ・文化施設は都城市に７施設、その他の市町では 3～9施設の立地となっている。 

  ・スポーツ施設は、都城市に 82施設、その他の市町では 13～26 施設となっており、

50m プールは曽於市のみの設置となっている。 

     表３ 文化・スポーツ施設の立地状況          単位：施設 

 都城市 三股町 曽於市 志布志市 

図書館 2 1 3 １ 

美術館 1 0 0 0 

資料館等 4 1 3 2 

文化ホール 2 1 3 2 

スポーツ施設 82 26 21 13 

 

（３）伝統芸能活動 

   歴史的に強いつながりをもつ本圏域は島津の歴史を伝える六月灯、オネッコ（鬼

火焚き）、弥五郎どんまつりなど共通する伝統行事のほか、俵踊り、棒踊り、奴踊

りなど数多くの民俗芸能も残っている。  

表４ 民俗芸能保存会団体数                  単位：団体 

 都城市 三股町 曽於市 志布志市 

俵踊り 7 1 2 1 

棒踊り 13 9 1 8 

奴踊り 14 9 1 2 

                                                  都城市生活文化課調べ 
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２．圏域における課題 
（１）少子化による地域力の低下 
 ・圏域の各市町においては、尐子化が進む中で、児童・生徒数の減尐による地域力の
低下などの課題が生じている。 

（２）地域資源の価値の見直し 
・圏域は豊かな自然と歴史などの地域資源があるが、地域住民自身がその価値に気づ
いていない。 
・歴史的に強いつながりをもつ本圏域はたくさんの民俗芸能、文化が残っているが、 

 それらを継承するためにも将来を担う子供たちの地域愛を育むことが課題である。 
（３）生活の質の向上 
 ・圏域には自治体毎にたくさんの文化・スポーツ施設があるが、各自治体の立地施設
や学習・スポーツ等、自己実現のための諸活動の機会に差異があり、これらの機会を
圏域全体で共有することで、心豊かな暮らしを享受できる環境の形成が課題である。 

 

３．課題解決のための３つの方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

圏域における課題 

① 公共施設の相互利用 

②圏域文化の保存・継承・発展 

③特色ある教育の推進 

解決策の３つの方向性 

【目指す方向性】 

公共施設の相互利用による文化活動やス

ポーツ活動の活性化 

【目指す方向性】 

圏域住民の文化・伝統芸能の価値の見

直し 

【目指す方向性】 

自然・歴史・地域資源を活用した教育の

推進 

①少子化による地域力の低下 

②地域資源の価値の見直し 
 

③生活の質の向上 
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第６章 政策分野別の事業計画 

第６章－１ 都城広域定住自立圏共生ビジョンの体系 

 

１．生活機能の強化に係る政策分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 医療連携の推進（機能別・重症度別） 

17 医療連携の推進（情報インフラの整

備） 

18 地域災害医療センター機能充実事業

（ＤＭＡＴ含む） 

19 防災行政無線整備 

20 救急救命士育成事業 

21 防災センター建設事業 

22 消防連携推進事業 

23 高規格救急車等更新事業 

24 救急搬送体制強化推進事業 

 
１ 企業立地のための圏域統一プロモー

ション媒体開発・工業見本市出展事業 

２ 企業誘致関連事業 

３ 都城インター工業団地整備事業 

４ 企業誘致対策事業 

５ 企業立地促進奨励対策事業 

６ 企業誘致促進事業 

７ 立地企業及び地場企業育成事業 

８ 地域創富力高度化調査事業 

９ 前目工業地域雨水対策事業 

10 志布志港ポートセールス推進事業 

11 志布志港国際航路利用促進事業 

12 さんふらわあ志布志航路利用促進事

業 

13 志布志港港湾改修事業 

(ア) 医療資源の高

度化 

(イ) 医療連携の充

実 

(ウ) 災害時の対応 

(エ) 圏域における

搬送体制の構築 

１ 救急医療拠点施設の整備・更新 

２ 健康・医療ゾーン整備関連事業 

３ 救急医療拠点施設の整備・更新（補

完施設） 

４ 救急医療拠点施設の整備・更新（周

産期連携） 

５ 休日急患診療事業 

６ 休日歯科急患診療事業 

７ 休日及び夜間における一次急患診療

事業 

８ 休日及び夜間における二次急患診療

事業 

 
９ 小児科医師充実事業 

10 医師負担軽減（医療クラーク育成）事業 

11 長期的医療従事者の確保事業 

12 救急看護師等育成事業 

13 医療情報化推進事業 

14 医療情報電子化事業（フィルムレス

＆電子カルテ） 

15 医療情報電子化事業（空床情報） 

ⅰ) 救急医療拠点施設

等の整備又は充実 

ⅱ) 夜間救急診療体制

等の充実 

ⅲ) 圏域医療を担う医

療従事者の確保 

ⅳ) 圏域医療の情報化

の推進 
 

ア 医療 

 

イ 産業振興 
(ア) 地域高規格道路「都城志布志道路」を

活用した産業振興 
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２．結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ネットワーク化促進シンポジウム開

催事業 

２ 都城志布志道路建設促進事業 

３ アクセス道路整備事業 

 

(ア) 都城志布志道路の開通促進

とネットワークの構築 

ア 道路等の交通インフ

ラの整備 

４ 広域的交流・観光サービス推進事業 

５ 都城市・三股町観光推進事業 

６ 早水公園体育文化センター整備事業 

７ 都城運動公園整備事業 

８ 関之尾緑の村施設改修事業 

９ アスリートタウン施設整備事業（弓道

場） 

10 アスリートタウン施設整備事業（旭ヶ

丘運動公園） 

(ア) 圏域内外の住民との交流と

観光の推進 

イ 圏域内外の住民との

交流と観光の推進 

11  若者定住地分譲事業 

12  定住促進分譲地整備事業 

13  定住促進対策事業 

14  山村定住「みやざきの家」譲渡事業 

15  過疎地域定住促進奨励事業 

16  定住促進住宅取得補助事業 

17  地域振興住宅建設事業 

18  民間住宅誘導事業（大原地区道路整 

備事業） 

19  雇用促進事業 

20  地域雇用創造推進事業 

21  オンライン企業ガイド作成事業 

 

(ア) 雇用創出による定住促進 

 

ウ 定住促進 

 

教育・文化 

(ア) 公共施設の相

互利用 

(イ) 圏域文化の保

存・継承・発展 

(ウ) 特色ある教育

の推進 

１ 図書館の相互利用 

２ 圏域施設の情報発信 

３ 民俗芸能の保存・伝承 

４ 弥五郎どんサミット交流会事業 

５ 文化の祭典事業 

６ 自主文化事業 

７ 市美術展事業 

８ 吉井淳二記念展事業 

９ 文化イベント等の情報発信 

10 市民大学開催事業 

11 生涯学習機会づくり推進事業 

12 エバーグリーンセミナー開催事業 

13 都城島津邸関連事業（交流・観光促

進事業） 
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３．圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）   は平成 23 年度に追加した事業 

     は平成 24 年度以降に追加した事業       

１ 特定課題解決型研修 

２ 政策立案能力向上研修 

３ 特定分野先進事例研修 

４ 人材育成研修会 

５ 圏域内の人事交流 

(ア) 圏域行政マネジメント能力

の強化 

 

ア 行政人材の育成 

６ 地域活動団体ネットワーク事業 

７ 中間支援組織体制整備事業 

８ 市民公益活動及び協働理解のための

職員研修実施事業 

９ ＮＰＯ・ボランティア技術向上推進講

座開催事業 

10 まちづくり協議会設置推進事業 

11 市民公益活動推進事業 

12 がんばる地域づくり応援事業 

13「曽於元気だそお」ふるさと事業 

14 市民活動支援センター整備事業 

15 ふるさとづくり委員会事業 

16 共生・協働・自立推進事業 

(ア) 圏域協働マネジメント能力

の強化 

イ 地域活動人材の育成

及び活動支援体制の整備 

17 多様な民間主体の連携による観光推

進事業 

(ア) 圏域民活マネジメント能力

の強化 

ウ 民間人材の育成及び

推進体制の整備 
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第６章－２ 生活機能の強化に係る政策分野の事業計画 

（１）生活機能の強化に係る政策分野  イ 産業振興 

（ア）地域高規格道路「都城志布志道路」を活用した産業振興 

協

定

の

内

容 

 取組の内容 

 都市資源と農村資源の融合及び産業の高度化による産業振興を図る。 

都城市（甲）の役割 

 都城志布志道路と宮崎自動車道の結節地域に、バイオ関連産業や電子・精密関連産業の集積を目

指す雇用創出ゾーンを整備し、圏域の産業振興や雇用創出を図るとともに、乙と協力した企業誘致

活動に取り組む。企業誘致活動及び志布志港の利用促進活動に乙と協力して取り組む。（二重下線部

は、三股町及び曽於市のみで下線部は志布志市のみ） 

関係市町（乙）の役割 

甲と連携して、圏域内への企業誘致活動に取り組む。（三股町） 

甲と連携して、乙の所有する既存の工業団地及び甲の整備する雇用創出ゾーンへの企業誘致活動

に取り組む。（曽於市） 

 甲と連携して、乙の所有する既存の工業団地及び甲の整備する雇用創出ゾーンへの企業誘致活動

に取り組むとともに、志布志港の利用促進を図るポートセールス等を実施する。（志布志市） 

 

 

事業ＮＯ 8 事業名 地域創富力高度化調査事業 実施主体 都城市 

事業概要 役割分担 

農林水産物に関連のある食品関連企業が必要としている

情報に関してアンケート調査を及びヒアリング調査を行

う。また、圏域内の農林水産業者及び食品関連産業におけ

るアンケート調査及びヒアリング調査を行う。 

都城市は事業を実施する。関係市町は事業実

施に協力する。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

5,248  5,428    

特定財源 定住自立圏地域創富力高度化調査事業 
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（１）生活機能の強化に係る政策分野  ウ 教育・文化 

（ア）公共施設の相互利用 

協

定

の

内

容 

 取組の内容 

圏域住民の文化活動やスポーツ活動の活性化等のため、図書館をはじめとする公共施設の相互利用

を推進する。 

 

都城市（甲）の役割 

 

図書館をはじめとする圏域の文化施設等の総合利用を推進し、甲の地域の住民に対し、総合的な利

用案内等の情報提供を行う。 

 

関係市町（乙）の役割 

甲が行う圏域の文化施設等の総合利用の推進に協力するとともに、乙の地域の住民に対し、総合的

な利用案内等の情報提供を行う。 

 

実
施
事
業 

事業 NO 事    業    名 

1 図書館の相互利用 

2 圏域施設の情報発信 

  

  

事業の実施により期待される効果 

 図書館をはじめとする圏域の公共施設の相互利用を推進し、公共施設の情報をホームページ等で発信する

ことにより、圏域住民の文化活動やスポーツ活動の活性化が図られる。 

 

 

事業ＮＯ 1 事業名 図書館の相互利用 実施主体 全市町 

事業概要 役割分担 

 圏域住民であれば図書館利用者登録ができ、自由に図書

の貸し出しができるように取り扱いを拡充する。 

  

各市町は事業を実施する。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

0   0 0 0 

特定財源  

 

事業ＮＯ 2 事業名 圏域施設の情報発信 実施主体 全市町 

事業概要 役割分担 

 図書館等の公共施設の利用を推進するため、情報を共有

し、ホームページ等で紹介する。 

各市町は事業を実施する。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

0   0 0 0 

特定財源 
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（１）生活機能の強化に係る政策分野  ウ 教育・文化 

（イ）圏域文化の保存・継承・発展 

協定

の内

容 

 取組の内容 

圏域住民がその文化・伝統芸能の価値を再認識し、誇りを持つことができるよう、文化・伝統芸能の

保存、継承を進め、文化資源としての活用を推進する。 

 

都城市（甲）の役割 

圏域住民の文化・伝統芸能の相互理解を深めるため、関連するイベント等を実施する。 

 

関係市町（乙）の役割 

甲と連携して、圏域住民の文化・伝統芸能の相互理解を深めるため、関連するイベント等を実施する。 

 

実
施
事
業 

事業 NO 事    業    名 

3 民俗芸能の保存・伝承 

4 弥五郎どんサミット交流会事業 

5 文化の祭典事業 

6 自主文化事業 

7 市美術展事業 

8 吉井淳二記念展事業 

9 文化イベント等の情報発信 

事業の実施により期待される効果 

 各市町で培われてきた文化、伝統芸能の保存、継承を進めるための関連イベント等を実施するとともに、圏

域住民への情報発信することにより、圏域住民の文化、伝統芸能の相互理解が深まることが期待される。 

 

 

事業ＮＯ 3 事業名 民俗芸能の保存・伝承 実施主体 全市町 

事業概要 役割分担 

 南九州各地域に伝わる民俗芸能の保存・伝承を図るた

め、関係団体への活動助成を行うとともに、民俗芸能の

研修・発表会等を開催する。 

各市町は事業を実施する。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

29,658   9,886 9,886 9,886 

特定財源 
 

 

 

事業ＮＯ 4 事業名 弥五郎どんサミット交流会事業 実施主体 都城市・曽於市 

都城市、曽於市に既存する「弥五郎どん」伝説により、

都城市山之口冨吉小学校と鹿児島県曽於市岩川小学校の

児童の交流を行い、弥五郎どんについて理解を深め文化

伝承を行うとともに、両校児童の交流を図る。 

役割分担 

都城市・曽於市は事業を実施する 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

109   33 43 33 

特定財源 
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事業ＮＯ 5 事業名 文化の祭典事業 実施主体 全市町 

事業概要 役割分担 

 圏域住民等の芸術・文化の発表の場を提供するととも

に、圏域住民が文化に触れる場を提供する。 

各市町は事業を実施する。都城市が実施する事業

については、各市町は協力する。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

6,852   2,284 2,284 2,284 

特定財源 
 

 

 

事業ＮＯ 6 事業名 自主文化事業 実施主体 全市町 

事業概要 役割分担 

 圏域住民に芸術文化の提供を行い、文化の進行と向上

を図るための様々な文化事業を行う。 

各市町は事業を実施する。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

248,831   82,417 83,207 83,207 

特定財源 
 

 

 

事業ＮＯ 7 事業名 市美術展事業 実施主体 都城市 

事業概要 役割分担 

 圏域から広く美術作品を公募し、地域住民の作品発表

の場と鑑賞の機会を提供する。 

都城市は事業を実施する。関係市町は協賛金を都

城市に支払う。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

9,264   3,088 3,088 3,088 

特定財源 
 

 

 

事業ＮＯ 8 事業名 吉井淳二記念展事業 実施主体 曽於市 

事業概要 役割分担 

 絵のまち曽於として、毎年故吉井淳二記念展を開催し、

県内外から公募した作品を展示し、絵のまちを推進する。 

曽於市は事業を実施する。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

11,200   4,600 3,300 3,300 

特定財源 
 

 

 

 

事業ＮＯ 9 事業名 文化イベント等の情報発信 実施主体 全市町 

事業概要 役割分担 

圏域の文化・伝統芸能を圏域住民に知っていただくた

め、ホームページ等で文化イベント等の情報発信を行う。 

各市町は事業を実施する。 

 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

0   0 0 0 

特定財源 
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（１）生活機能の強化に係る政策分野  ウ 教育・文化 

（ウ）特色ある教育の推進 

協

定

の

内

容 

 取組の内容 

圏域の歴史・自然・文化・人材等を活用した特色ある教育を推進するとともに、質の高い教育環

境を整備する。 

 

都城市（甲）の役割 

圏域の豊富な自然・歴史・文化・人材といった地域資源や高等教育機関を活用した教育を推進す

るとともに、生涯学習機会の充実を図る。 

 

関係市町（乙）の役割 

甲と連携して、地域資源や高等教育機関を活用した教育を推進するとともに、生涯学習機会の充

実を図る。 

 

実
施
事
業 

事業 NO 事    業    名 

10 市民大学開催事業 

11 生涯学習機会づくり推進事業 

12 エバーグリーンセミナー開催事業 

13 都城島津邸関連事業(交流・観光促進事業) 

  

事業の実施により期待される効果 

 圏域において歴史・自然・文化・人材等を活用した多様な生涯学習機会の充実を図ることにより、圏域

住民の心豊かな暮らしを創出する。 

 

事業ＮＯ 10 事業名 市民大学開催事業 実施主体 都城市・志布志市 

事業概要 役割分担 

自己啓発を目的として住民が積極的に学習する場を

提供するため、市民大学講座を開設する。 

 都城市と志布志市は事業を実施する。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

5,271   1,757 1,757 1,757 

特定財源  

 

事業ＮＯ 11 事業名 生涯学習機会づくり推進事業 実施主体 全市町 

事業概要 役割分担 

学習機会・情報の提供、学習成果の発表等、生涯学習

の機会づくりを推進する。 

 各市町は事業を実施する。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

135,093   45,031 45,031 45,031 

特定財源  

 

事業ＮＯ 12 事業名 エバーグリーンセミナー開催事業 実施主体 都城市・三股町 

事業概要 役割分担 

都城市・三股町・南九州大学の三者が協働して、園芸・

造園に関する市民講座を実施する。 

 都城市と三股町は事業を実施する。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

885   295 295 295 

特定財源 
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事業ＮＯ 13 事業名 
都城島津邸関連事業(交流・観光促進

事業) 
実施主体 都城市 

事業概要 役割分担 

都城島津家の歴史資源を活用した教育・交流事業とし

て、都城島津邸で「郷中教育体験事業」を実施する。 

 都城市は事業を実施する。 

事業費 

(千円) 

総事業費 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

221   136 85 0 

特定財源  

 


